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たくさんのご来場お待ちしています。 ※作品は、予告なく変更される場合があります。 

http://www.emachi-

nabari.jp/yurigaoka/

kouminkan/index.html 

☆お申込み･参加費は不要です☆  

☆お申込み・参加費は不要です☆ 

５月  ２５日（日）   9：00～        パソコン教室     まちづくり情報室 
 

～～ ５月 主催学級・講座開催日程 ～～ 

日時：５月１３日（火）１３：３０～ 

場所：市民センター多目的ホール 

作品：『 そして父になる 』上映時間 １２１ 分 

『室内遊具遊び』  

室内遊具（ジャングルジム・ぶらんこ）やおもちゃ等

で自由に遊んでいただきます。絵本もあるよ！ 

 福山雅治主演の感動の家族ドラマ。 

 ある日突然、6年間育てた息子が病院で取り違えられた他人の子どもだったと知らされた対照的な2組の

夫婦が、過酷な決断を迫られ、それぞれに葛藤を繰り返す中で本当に大切なものを学んでいく姿を丁寧な

筆致で描き出す。 

共演には尾野真千子、真木よう子、リリー・フランキー。 

みなさまが気持よくご利用いただくため、芝

生の手入れをいたします。 

そのため、下記期間はご利用できません。 

百合が丘市民センター 

 いずれも午前９時頃から午後４時頃まで、ご自由な

時間でご協力お願いします。なお、開館日ですので

車の通行など十分ご注意ください。 
 

 ※５月休館日は、地域づくり協議会総会のため、 

草刈清掃の日程を変更させて頂きました。 

【市民センター主催】 

ホタルを増やそうと、10年前から環境保全と餌のカワ

ニナやりなど、努力を続ける木津川上流管内河川レン

ジャー事務所の吉岡正夫さんに解説して頂きます。 

6月7日(土) 
      ※雨天は6月８日(日) 
 

【集合時間】午後7時30分 
 

【集合場所】百合が丘市民センター 
 

【内  容】ホタルの生態など興味深いお話(35分) 

      ⇒移動(15分)⇒ホタル観賞会(40分) 
 

 

 

   ※参加費、申し込みは不要です。 
 

市民センター ☎６４－６４６６ 

 今年2年目の「鯉のぼり」や「武者人形」。百

合が丘市民センターで40数匹の泳ぐ鯉のぼりが

観れると評判になり、‘ケーブルテレビちゃん

ねるＡＤＳ’や‘地域情報紙NAVA’、‘毎日

新聞’などで取り上げられ、紹介されました。

あなたは、鯉のぼりをもうご覧になりました

か？ 

5月5日には、午前11時から、ご来館先着100

名様にぼた餅の振る舞いを行います。おさそい

あわせのうえ、お越しください。 
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サークル紹介のコーナー 
 今月は… 

【活動日時】毎月第２・４土曜日 ９:００～１２:００ 

【場  所】市民センター 創作活動室 

【お問合わせ】水墨画ゆり 櫻本 ☎６４-５８８７ 

 水墨画（すいぼくが）と

は「墨」一色で表現される

絵画で、墨線だけでなく、

墨を面的に使用し、暈かし

で濃淡・明暗を表します。  

 水墨画教室では、新規メ

ンバー随時募集しています。初心者の方や経験のある方、誰で

も親しむことの出来る絵画ですので、これからの趣味として始

めてみませんか？まずは、見学からでもＯＫです。皆様のおこ

しをお待ちしています。 

 ※市民センターホール前に会員の作品を展示しています。 

  市民センターへお越しの際は是非ご覧ください。 
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百合丘陶芸塾 市民センター活動 

 ― お誘い ー 

若葉の爽やかな季節、陶芸展を開催させて頂く運びとなり

ました。当サークルは、発足１４年目になりました。地域の大

勢のみなさまにご高覧賜ることに本当に感謝申し上げます。

作品展示は勿論とこと、作品のチャリティ販売も行い、社会

福祉に貢献して参ります。 

ご来場のみなさまが審査員となる第５回作品コンテストもぜ

ひお楽しみに！『これがいい！！』と想う作品に一票投じて

頂きます。 

仁則庵一同 陶芸を通じて創る喜びや愉しみを感じながら

心を込めて仕上げた作品ばかりでございます。 

お誘い会わせのうえお越しをお待ち申し上げます。 

 

       仁則庵代表の荒川 晋さんが 

           先日お亡くなりになられました。 

         謹んでご冥福をお祈り申し上げます。 
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 百合丘陶芸塾 仁則庵では被災者を励まそうと、お雛

様の陶芸作品１００体を作り上げ、2月１８日に名張

市社会福祉協議会を通じ

て被災地である大槌町社

会福祉協議会に作品を送

らせて頂きました。 

 先日、大槌町よりお礼

のお手紙が届きましたの

でご紹介いたします。 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A2%A8
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B5%B5%E7%94%BB

